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  令和５年度事業報告並びに収支決算承認に関する件 
 

 

 平成２５年４月１日に「一般社団法人（非営利型）」へ移行したことに伴い、会の運営や事業

活動に対して自主性・公益性・透明性がより強く求められることとなった。 

 令和５年度の事業については、事業計画に掲げた「基本方針」の基、会員企業の納税意識の一

層の向上と企業経営の健全な発達等に資するため税制に関する提言や租税教育、社会福祉事業

等を行った。 

なお、全国大会は初めて地元群馬県で開催された。 

会場となった高崎芸術劇場には全国から約 1,500 名の会員が集い、当会からも１５名が運営

スタッフ等として参加した。また、女連協主催の「全国女性フォーラム（愛媛大会）」及び青連

協主催の「全国青年の集い（山形大会）」は、女性部会長や青年部会長等が参加した。 

当会独自事業である女性部会の視察研修旅行は開催したが青年部会の納涼会、ボーリング大

会、決算期別説明会、親睦ゴルフコンペの事業は、残念ながら開催できなかった。 

また、沼田税務署関係団体連絡協議会との連携のもと、税務行政の円滑な運営に協力すること

を目的にｅ－Ｔａｘ・ｅＬＴＡＸ利用促進ＰＲ事業は、沼田市の納税用封筒を活用し展開した。 

 

主な事業の概要は以下のとおり。 

 

 

１ 総務関係 
○  事務局の充実と運営に関する件について審議するとともに、理事会等により会員増強策 

等を検討した。 

 

 

２ 組織関係 
○  昨年１０月に開催された全国大会（群馬大会）に当たって新規会員の増強活動に取り組ん 

だ結果、新規加入者２７名を獲得した。このため、全国大会において優秀賞を受賞した。 

○  組織拡大に向けては、会員の「身近にいる未加入法人に声をかけよう」を実践しつつ、役 

員一人が二人を勧誘することを目標とした。 

○  青年部会、女性部会の会員状況（令和６年３月末現在） 

  ・青年部会 ５５名 

 ・女性部会 ２０名 

 両部会は、県法連等開催の連絡協議会に代表を派遣し、広く交流を図りながら活発な活動 

を展開した。 

  

  

 

３ 研修関係（税務支援事業） 
○  四半期ごとに開催の「決算期別説明会」は全て中止し、年１回開催の「新設法人説明会」 

は開催することができた。 

 ○ 沼田税務署関係団体連絡協議会と協力して開催していた研修会については、昨年９月に４

年ぶりに開催（内容：「インボイス制度、電子帳簿保存法」）した。 

 ○ 青年部会では租税教室の講師養成研修を開催し、小学校１５校に講師を派遣して租税教室

を開催することができた。 
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４ 税制関係（税の啓発・提言事業） 
○  翌年度の改正に向けた税制改正要望全国大会が本県で開催され、１５名が大会スタッフ 

として参加した。 

税制委員により沼田市長・同議長及び国会議員に対して要望活動を行った。 

○  沼田税務署関係団体連絡協議会において「税を考える週間」、「確定申告の早期提出やｅ－ 

Tax の普及拡大」に FM オゼでの PR に努めた。 

○ 租税教室の開催状況は、「沼田市立沼田小学校」、「沼田市立北小学校」、「沼田市立多那小学

校」、「沼田市立利根小学校」、「沼田市立川田小学校」、「沼田市沼田東小学校」、「沼田市立

升形小学校」、「昭和村村立昭和東小学校」、「みなかみ町立桃野小学校」、「みなかみ町立古

馬牧小学校」、「みなかみ町立月夜野北小学校」、「みなかみ町立水上小学校」、「昭和村村立

昭和南小学校」、「昭和村村立大河原小学校」、「川場村立川場小学校」において開催した。 

○  平成２１年度より続いている「税の標語」について、本年も中学３年生を対象として募集 

を行った結果、全１３校から５１１編の応募があった。 

○  平成２８年度より女性部会において実施している、小学校高学年を対象とした「税に関す 

る絵はがきコンクール」では、１３校から２９８枚の応募があった。 

「税の標語」と併せて表彰状を学校に届けた。 

 

５ 社会貢献活動 
○  社会貢献活動として、沼田市社会福祉協議会にバスタオル２００枚を寄贈し、女性部会も 

タオル２００枚の寄贈を行った。 

 

６ 広報関係 
○  会報誌の「法人ぬまた」及び沼田税務署管内の納税貯蓄組合・青色申告連合会と合同で

「たにがわ」を発行するとともに、県法連発行の「法人群馬」、全法連発行の「税制改正の

あらまし」・「ほうじん」等の配付により、会員に対する情報の提供を図った。 

○  平成２３年度より続いている沼田市の「納税通知書の封筒」に、「中学生による税の標語」

の入賞作品を掲載し、本年も引き続き税の啓蒙・広報を図った。 

 

７ 厚生関係 
 ○  会員の福利厚生制度として、「経営者大型保障制度」、「ビジネスガード」、「がん介護保険

制度」等の優れた商品の周知を図り、制度の推進に努めた。 

 ○  会員の健康管理に寄与するため利根沼田文化会館において精度の高い「生活習慣病健診」

を実施した。 

 

 

８ 諸会議等関係   
(1)青年部会役員会    令和５年４月 26 日  ホテルベラヴィータ 

  (2)女性部会役員会    令和５年４月 28 日  姫本 

(3)本会通常総会      令和５年５月 25 日  ホテルベラヴィータ 

(4)月夜野支部総会    令和５年５月 29 日  大峰館 

(5)女性部会総会     令和５年６月 ６日  姫本 

(6)新治支部総会     令和５年６月 13 日  猿ヶ京ホテル 

(7)青年部会総会      令和５年７月 21 日  ホテルベラヴィータ 

(8)青年部会役員会    令和５年９月 13 日  ＪｕＪｕ 

  (9)女性部会役員会    令和５年９月 28 日  姫本 

  (10)女性部会研修旅行   令和５年 12 月 13 日 高崎芸術劇場 

  (11)税に関する絵はがきコンクール選考会   令和５年 10 月 28 日 ホテルベラヴィータ 

(12)本会理事会、厚生委員会及び組織報告会 令和５年 12 月１日 ホテルベラヴィータ 


